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容器包装リサイクル法制定の背景容器包装リサイクル法制定の背景

一般廃棄物の排出量
の増大

最終処分場の逼迫
（H５残余年数：８．１年）

一般廃棄物の低リサ
イクル率
（H５リサイクル率：８％）

一般廃棄物に占める容器包
装廃棄物の割合が大きい
（容積比で約６割、重量比で２割
強）

容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律 （平成７年６月16日法律第112号）

制 定 の 背 景

平成 9年 4月 一部施行（再商品化事業開始）

対象品目：ガラスびん（無色、茶色、その他色）、ペットボトル

リサイクル義務を負う企業：大企業

平成12年 4月 完全施行

対象品目：上記に加え紙製容器包装及びプラスチック製容器包装

リサイクル義務を負う企業：上記に加え中小企業（ただし、小規模企業は対象から除外）

平成18年 6月 一部改正

・事業者に対する排出抑制を促進するための措置の導入

・事業者が市町村に資金を拠出する仕組みの創設

・再商品化の義務を果たさない事業者に対する罰則の強化

平成 7年 6月 容器包装リサイクル法成立・公布

（S６０年排出量：４，３４５万ｔ
→H５排出量：５，０３０万t）

容器包装リサイクルシステムの導入が急務



22

5,310
5,361 5,370

5,483
5,468 5,420 5,427

5,338 5,273
5,202

1,1631,166

1,153 1,162 1,159
1,185

1,180

1,146

1,131

1,115

4 ,000

4 ,500

5 ,000

5 ,500

6 ,000

9年度 10年度11年度12年度13年度14年度15年度16年度17年度18年度

ご
み

総
排

出
量

(万
t/

年
)

8 00

900

1 ,000

1 ,100

1 ,200

1
人

1
日

当
た
り
の

ご
み

排
出

量
(g
/
人

･
日

)

ごみ総排出量及び1人1日当たりのごみ排出量ごみ総排出量及び1人1日当たりのごみ排出量

資料：環境省

680

1,051
1,201 1,135 1,087

995 903 845 809 733

15.5
14.0 14.0

14.8
13.8

13.2
12.812.912.8

11.7

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度

最
終

処
分

量
（
万

ﾄ
ﾝ
）

0

5

10

15

残
余

年
数

（
年

）

最終処分量と最終処分場の残余年数（一般廃棄物）最終処分量と最終処分場の残余年数（一般廃棄物）

586 649
703

786 825 864
916 940

1,003 1,021

11.0
12.1

13.1
14.3

15.0 15.9 16.8

17.6
19.0 19.6

0

300

600

900

1,200

1,500

9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度

総
資

源
化

量
(万

ﾄﾝ
)

0

4

8

12

16

20

24

ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
率

(%
)

総資源化量とリサイクル率（一般廃棄物）総資源化量とリサイクル率（一般廃棄物）



33

○ 生活系ごみと事業系ごみの排出量の推移（平成１８年度）

【容積比】 ○ リサイクル（再商品化）の方法

○ 市町村の分別収集量

○ 家庭ごみ中の容器包装廃棄物の割合（平成１８年度）

○ 家庭から排出されるごみのうち、容器包装廃棄物は容積比で約６割を占めている。
○ 市町村の容器包装廃棄物の分別収集量は、容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律（容器包
装リサイクル法）が制定された平成９年度から平成１８年度の推移をみると、プラスチックを中心に着実に増加している。

資料：環境省「容器包装廃棄物の使用・排出実態調査」

資料：環境省「一般廃棄物処理事業実態調査」
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＊生活系ごみの数値：家庭のごみ。ただし、推計による場合は、市町村収集と委託業者の収集の合計。

事業系ごみの数値：事業所のごみ。ただし、推計による場合は、許可業者収集と直接搬入の合計。

容器包装リサイクルをめぐる現状容器包装リサイクルをめぐる現状
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